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児童養護施設等の小規模化等の県推進計画について 

 
 

【計画策定の趣旨】 
 

○ 社会的養護の充実については、国の専門委員会が平成 23 年 7 月に「社

会的養護の課題と将来像」を取りまとめ、原則として里親等の家庭養護を

優先し、施設養護もできるだけ家庭的な養育環境に変えていくとされた。 

 

○ また、「課題と将来像」では、施設９割、里親１割の社会的養護の現状

について、今後十数年の間に、本体施設をすべて小規模グループケア化す

るとともに、本体施設、グループホーム(施設の分園を含む)、里親等の割合

を概ね３分の１ずつにする目標が掲げられた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

本体施設１／３      (ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ＋分園型)１／３   里親･ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑ１／３ 

児童養護施設 
 
大舎（２０人以上） 
中舎（１３～１９人） 
小舎（１２人以下） 
 
１歳～１８歳未満 
（必要な場合 0歳～20 歳未満） 

 

里親 
 
家庭におけ
る養育を里
親に委託す
る家庭養護 
 
児童４人ま
で 

社会的養護が必要な児童を、可能な限り家庭的な環境において安定した人間関
係の下で育てることができるよう、施設のケア単位の小規模化を図り、里親や
ファミリーホームなどを推進する 

小規模住居型
児童養育事業 
(ファミリ-ホ-ム) 

 

養育者の住居

で養育を行う

家庭養護 

 

定員５～６人 

 

地域小規模児童養護施設 
（グループホーム） 

 
本体施設の支援のもと地域

の民間住宅などを活用して

家庭的養護を行う 

 

 

(分園型) 小規模グループケア 
 

(分園型) 

より家庭的な養育環境 

入所児童４１５人 

(乳児院含む) 

（７４．９％） 

 
 
乳児院 
 
乳児（０歳） 
必要な場合幼児(小学校就学前) 

入所児童５３人 

（９．６％） 

委託児童８６人 

（１５．５％） 

〔10 施設〕 

〔2箇所〕 

〔7箇所〕 
〔3箇所〕 

〔136 世帯〕 

〔1施設〕 

※施設数、箇所数、入所児童数

等は H26.4.1 現在のもの 

小規模グループケア 
(本園ユニットケア) 

本体施設や地域で小規模なグループで
家庭的養護を行う 
１グループ６～８人(乳児院は４～６) 

〔2箇所〕 

資 料 ４ 
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○ これを踏まえ、平成２７年度から平成４１年度までの１５年間で、この

目標を達成することを目指し、各施設は「家庭的養護推進計画」を、都道

府県は「都道府県推進計画」を策定し、都道府県推進計画は５年ごとの３

期に区分した目標の設定と、期末ごとの見直しを行うこととされている。 
 

 

【都道府県推進計画】 

 

  〔Ｈ27 年度〕        〔Ｈ32 年度〕       〔Ｈ37 年度〕    〔Ｈ41 年度末〕 

 

 

 

 

〔Ｈ41 年度末までに児童養護施設、グループホーム、里親等がそれぞれ３分の１になるよう策定〕 

 

 

 

 

【各施設の家庭的養護推進計画】 

 

 

 

 

   

 

 

〔施設の実状に応じて小規模化・地域分散化〕 

 
 
 
【課 題】 
 

○ 施設の小規模化、地域分散化に伴い必要となる職員の配置基準の引き上

げと、職員確保のための待遇改善（措置費単価の引き上げ）。 
 

○ 虐待や発達障害など、難しい問題を抱えた子どもに対する職員の対応能

力の向上に向けた取組み。 
 

○ 本体施設を小規模化するため、施設の改築等に要する費用の確保。 

前期 中期 後期 

施設Ａ 

施設Ｂ 

施設Ｃ 
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○児童養護施設の概要 

 児童養護施設は、保護者のない児童や保護者に監護させることが適当でない 

児童に対し、安定した生活環境を整えるとともに、生活指導、学習指導、家庭 

環境の調整等を行いつつ養育を行い、児童の心身の健やかな成長とその自立を 

支援する機能をもつ。 

 

・小規模グループケア（本園ユニットケア） 

  １グループの児童定員６～８人で、これを生活単位（ユニット）として１人 

部屋又は２人部屋の居室と、居間、キッチン、浴室、洗濯機、トイレなどの家 

庭的な設備を設けるとともに、グループ担当の職員を置く。 

 

・小規模グループケア（分園型） 

  職員間の連携がとれる範囲で、本体施設から離れた地域の民間住宅等を活用 

して行う家庭的な養育形態。 

 

・地域小規模児童養護施設 

   １ホームの児童定員６人で、本体施設を離れ地域の民間住宅等を活用して運 

営するもので、小規模グループケアと同様に家庭的な養育形態となる。 

 

○乳児院の概要 

乳児院は、保護者の養育を受けられない乳幼児を養育する施設です。乳幼児 

の基本的な養育機能に加え、被虐待児・病児・障害児などに対応できる専門的 

養育機能をもつ。 

 

○小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の概要 

養育者の住居で行う里親型の児童養育事業で、養育者が固定していることか 

ら、小規模グループケア施設よりさらに家庭環境に近い養育形態となる。 

 

○里親制度の概要 

里親制度は、何らかの事情により家庭での養育が困難又は受けられなくなっ 

た子どもに、温かい愛情と正しい理解を持った家庭環境の下での養育を提供す 

る制度で、家庭での生活を通じて、子どもが成長する上で極めて重要な特定の 

大人との愛着関係の中で養育を行うことにより、子どもの健全な育成を図るこ 

とができる。 
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児童養護施設等について 

 

分  類 施  設  名 

小 規 模 
グループ 
ケ  ア 

ユニット 
② 

分 園 
⑦ 

児童養護施設 

（１０） 

あけぼの寮 周防大島町   

共楽養育園 周南市  ２ 

防府海北園 防府市  ２ 

山口育児院 山口市   

吉敷愛児園 山口市   

清光園 山口市  １ 

小野田陽光園 山陽小野田市   

下関大平学園 下関市 １  

児童養護施設なかべ学院 下関市   

俵山湯の家 長門市  ２ 

乳 児 院 

（１） 
乳児院なかべ学院 下関市 １  

地域小規模 

児童養護施設 

（２） 

海北上河原ホーム 

海北自由が丘ホーム 

防府市 

 〃 
 

ファミリー 

ホ ー ム 

（３） 

てつなぎ 

コスモス 

大  望 

美祢市 

宇部市 

下関市 

 

 










